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前
号
で
は
石
川
近
代
美
術
の
あ
ゆ
み
を
、三
部
構
成
と
し
、

美
術
館
収
蔵
の
絵
画･

彫
刻
作
品
を
中
心
に
た
ど
る
と
述
べ
ま

し
た
。今
回
は
、各
時
期
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
ま
す
。

明
治
期

明
治
の
前
半
は
、欧
化
主
義
と
国
粋
主
義
が
交
錯
し
、十
年

頃
ま
で
の
美
術
界
は
日
本
画
の
凋
落
が
著
し
く
、洋
画
が
勃
興

す
る
の
で
す
が
、じ
き
に「
洋
画
を
志
す
も
の
は
国
賊
」と
ま
で

い
わ
れ
る
よ
う
な
反
動
期
が
二
十
年
代
半
ば
ま
で
続
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。二
十
二
年
開
校
の
東
京
美
術
学
校（
現
、東
京
藝
術

大
学
）は
絵
画
科
は
日
本
画
の
み
、彫
刻
科
は
木
彫
の
み
と
、洋

画
や
洋
風
彫
刻
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。石
川
県

で
は
、二
十
年
に
開
校
し
た
金
沢
工
業
学
校（
現
、石
川
県
立
工

業
高
等
学
校
）を
中
等
の
美
術
教
育
機
関
と
し
て
、数
多
く
の

俊
才
を
東
京
美
術
学
校
に
送
り
込
む
の
で
す
が
、同
様
に
洋
画

や
洋
風
彫
刻
は
学
べ
ま
せ
ん
。欧
化
と
国
粋
が
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
よ
う
に
な
る
の
は
三
十
年
代
以
降
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
期
、明
治
十
五
年
の
内
国
絵
画
共
進
会
に
は
垣

内
雲
嶙
や
中
浜
松
香
、鈴
木
華
邨
な
ど
石
川
ゆ
か
り
の
日
本
画

家
が
出
品
し
、二
十
二
年
に
洋
画
家
が
結
成
し
た
明
治
美
術
会

に
は
、得
田
耕
や
佐
々
木
三
六
な
ど
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
彫

刻
で
は
明
治
初
期
に
村
上
九
郎
作
や
相
川
松
濤
ら
木
彫
家
が

活
躍
し
、二
十
年
代
後
半
以
降
、工
業
学
校
に
赴
任
し
た
白
井

雨
山
、板
谷
波
山
ら
に
よ
っ
て
、洋
風
彫
刻
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
四
十
年
に
石
川
で
開
か
れ
た
東
京
美
術
学
校
の

卒
業
生
、在
校
生
、教
授
ら
に
よ
る
東
京
美
術
学
校
郷
友
会
展

は
、以
後
定
期
的
に
開
催
さ
れ
石
川
の
美
術
界
に
刺
激
を
与
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
正
か
ら
昭
和
前
期（
終
戦
ま
で
）

東
京
美
術
学
校
郷
友
会
展
は
、日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、工

芸
、図
案
の
各
分
野
の
総
合
展
で
、大
正
期
に
は
二
、六
、九
、

十
四
年
、昭
和
に
入
る
と
四
、八
、十
二
年
と
ほ
ぼ
四
年
お
き
に

開
か
れ
ま
し
た
。日
本
画
で
は
北
陸
絵
画
協
会
を
中
心
に
青
々

会
、六
耀
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、洋
画
で
は
北
日

本
洋
画
会
展
が
大
正
二
年
に
開
か
れ
、四
高
洋
画
会
や
光
絃
社

な
ど
の
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。大
正
期
の
中
央
美
術
界
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
美
術
動
向
、フ
ォ
ー
ヴ
、キ
ュ
ー
ブ
、抽
象
、

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
等
が
帰
朝
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、活

性
化
し
た
時
期
で
す
。中
央
展
で
活
躍
す
る
石
川
ゆ
か
り
の
作

家
も
出
て
は
い
た
の
で
す
が
、多
く
は
東
京
を
活
動
の
場
と
し

ま
し
た
。し
か
し
、十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
石
川
に

戻
っ
た
作
家
達
は
微
温
な
郷
里
の
美
術
界
に
不
満
を
お
ぼ
え
、

在
住
の
作
家
達
と
呼
応
し
て
、翌
十
三
年
、日
本
画
と
洋
画
部

門
に
よ
る
金
城
画
壇
を
結
成
し
た
の
で
す
。以
後
、昭
和
十
八

年
の
第
二
十
一
回
展
ま
で
公
募
展
を
開
催
し
、石
川
画
壇
の
中

心
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

彫
刻
で
は
県
内
に
金
城
画
壇
に
相
当
す
る
組
織
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
が
、県
立
工
業
学
校
を
経
て
東
京
美
術
学
校
で
学
ん
だ

吉
田
三
郎
を
中
心
に
津
賀
田
勇
馬
や
松
田
尚
之
ら
が
文
展・帝

展
で
活
躍
し
、後
進
の
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

◆
関
連
行
事

◇
講
演
会

日
時　
一
月
二
十
六
日（
土
）

　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～　

聴
講
無
料

演
題　
「
明
治
維
新
と
金
沢
の
美
術
工
芸
」

講
師　

本
康
宏
史 
氏（
金
沢
星
稜
大
学
教
授
）

◇
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

一
月
六
日
か
ら
毎
週
日
曜
日　

午
前
十
一
時
～

第7・8・9展示室 
石川県立美術館開館35周年

石川近代美術の100年
1月４日（金）～２月４日（月）　会期中無休
主催：石川県立美術館　後援： 北國新聞社、北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、北陸朝日放送

松田尚之《想》昭和17年 北野恒富《三味線》大正10年

◆観覧料　※（　）内は20人以上の団体
　一　般 600円 （400円）
　大学生 500円 （300円）
　高校生以下 無料
　※ コレクション展示もご覧になれます。
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戦
後
の
石
川
美
術
界
の
復
興
は
素
早
く
、
ま
ず
二
十
年
に
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
、
旧
北

陸
海
軍
館
を
美
術
館
と
し
て
第
一
回
の
現
代
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
四
部
門

か
ら
な
り
、
十
八
日
間
で
三
万
九
千
人
と
い
う
多
く
の
入
場
者
を
み
た
の
で
す
。
当
時
の
文
化
に
関
す
る
飢
餓
状
況

が
伺
え
ま
す
。
美
術
館
は
す
ぐ
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
接
収
さ
れ
た
の
で
す
が
、
文
化
協
会
は
美
術
学
校
の
創
設
を
提
起

し
、
二
十
一
年
に
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校（
現
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）が
開
校
し
ま
す
。

二
十
年
代
末
以
降
三
十
年
代
全
般
に
か
け
、
日
本
の
美
術
界
を
抽
象
美
術
が
覆
い
ま
し
た
が
、
本
県
も
同
様
に
、

抽
象
を
手
が
け
る
作
家
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
具
象
美
術
の
復
権
は
四
十
年
代
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
具
象
は
県
民

性
に
適
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
金
沢
美
大
卒
業
生
を
中
心
に
多
く
の
公
募
展
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
す
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

学芸員の眼

森本仁平《湖畔のはす田》
平成7年

前田育徳会尊經閣文庫分館

新春優品選
会　期：1月4日（金）～2月11日（月・祝）
会期中無休

今
回
は
、
新
春
優
品
選
と
し
て
新
年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し

い
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
最
初
は
、
幕
末
の
加
賀
藩
御
用
絵

師
・
佐
々
木
泉
景
に
よ
る《
寿
老
・
鶴
図
》で
す
。
泉
景
は
旭
日

や
鶴
な
ど
の
吉
祥
図
を
数
多
く
描
い
て
お
り
、
本
作
も
そ
の

一
環
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の

特
集
で
は
、
正
月
休
み
に
全
国
か
ら
来
館
さ
れ
る
お
客
様
の

た
め
に
、
鐙
、
鞍
、
兜
な
ど
の
武
具
も
展
示
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
意
匠
や
技
法
な
ど
に
、
文
武
二
道
を
強
く
打
ち
出
し
た

加
賀
藩
主
・
前
田
家
な
ら
で
は
の
創
意
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま

す
。
続
い
て
、
元
か
ら
明
時
代
の
漆
芸
と
青
磁
を
展
示
し
ま

す
。
室
町
時
代
以
来
、
唐
物
の
優
品
を
所
有
す
る
こ
と
は
大

名
家
に
と
っ
て
自
家
の
格
式
を
表
明
す
る
重
要
な
手
段
で
し

た
。
今
回
展
示
す
る
作
品
は
前
田
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体

か
ら
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
中
心
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
う
し
た
水
準
の
も
の
を
数
多
く
所
持
し
て
い
た
事
実

か
ら
、
前
田
家
の
格
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
は
再
び
絵
画
で
す
。
今
回
は
、
吉
祥
図
と
し
て
岸
駒

の
代
表
作
と
い
え
る《
松
下
飲
虎
図
》を
は
じ
め
、
六
代
梅
田

九
栄
に
よ
る《
鷹
狩
図
》か
ら「
冬
の
巻
」や
、
周
文
の
作
と
伝

わ
る《
秋
冬
山
水
図
》な
ど
季
節
に
相
応
し
い
作
品
を
選
び
ま

し
た
。そ
し
て
冬
か
ら
春
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、

結
城
素
明
や
鏑
木
清
方
の
作
品
も
選
び
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

印
象
派
に
よ
る
光
の
表
現
は
、
こ
の
両
者
を
は
じ
め
日
本
の

画
家
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
印

象
派
の
先
駆
的
な
作
品
と
し
て
ブ
ー
ダ
ン
の《
洗
濯
婦
図
》も

あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
近
代
絵
画
は
、
前
田
家

十
六
代
・
利
為
が
収
集
し
た
も
の
で
す
。

《松下飲虎図》岸駒
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第
2
展
示
室
で
は
、新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
古
美
術
作
品
を
、

絵
画
・
陶
磁
器
・
染
織
品
等
か
ら
十
五
点
紹
介
し
ま
す
。

新
年
を
祝
う
宴
に
欠
か
せ
な
い
お
酒
の
神
が
、猩
々
で
す
。

赤
い
髪
に
赤
い
顔
の
猩
々
は
、
し
ば
し
ば
美
術
品
の
題
材
と

な
っ
て
い
ま
す
。
狩
野
常
信
の《
七
人
猩
々
図
》は
、
表
情
豊

か
な
七
人
の
猩
々
が
雪
の
降
り
し
き
る
中
、
大
き
な
盃
を
笠

の
よ
う
に
持
ち
な
が
ら
、
軽
妙
に
歩
く
姿
を
描
い
た
も
の
で

す
。
猩
々
は
能
の
演
目
に
も
な
っ
て
お
り
、
シ
テ
は
赤
髪
に

赤
い
装
束
と
い
う「
赤
づ
く
し
」の
出
立
と
な
り
ま
す
。
用
い

ら
れ
る
専
用
面
は
能
面「
猩
々
」で
、ほ
ん
の
り
と
赤
い
肌
と
、

少
し
笑
み
を
浮
か
べ
た
表
情
が
印
象
的
で
す
。

久
々
の
展
示
と
な
る
の
が
、
加
賀
市
の
菅
生
石
部
神
社
所

蔵
の《
水
仙
模
様
縫
箔
小
袖
》（
加
賀
市
指
定
文
化
財
）で
す
。

全
体
に
水
仙
と
唐
花
模
様
を
散
ら
し
た
小
袖
で
、
こ
れ
ら
は

刺
繍
と
疋
田
絞
り
の
技
法
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
は
用

明
天
皇
元
年（
五
八
五
）創
祀
と
伝
え
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀

藩
前
田
家
も
崇
敬
を
寄
せ
ま
し
た
。
こ
の
小
袖
は
十
一
代
治

脩
の
室
法
梁
院
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、野
々
村
仁
清
に
よ
る《
色
絵
梅
花
図
平
水
指
》（
重

要
文
化
財
）を
紹
介
し
ま
す
。
仁
清
と
い
え
ば
、
鮮
や
か
な
色

彩
の
絵
画
的
模
様
が
特
徴
で
、
水
指
の
周
囲
を
ぐ
る
り
と
め

ぐ
ら
す
よ
う
に
梅
の
老
樹
が
伸
び
て
い
ま
す
。
梅
の
花
は
赤

だ
け
で
な
く
金
と
銀
も
用
い
ら
れ
、
幻
想
的
な
世
界
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
そ
の
他
、
狩
野
尚
信
の《
柳
鷺
図
屏
風
》（
石

川
県
指
定
文
化
財
）、
能
装
束《
色
変
鶴
菱
模
様
唐
織
》な
ど

も
紹
介
し
ま
す
。

重要文化財《色絵梅花図平水指》野々村仁清

第2展示室【古美術】

新春優品選
会　期：1月4日（金）～2月11日（月・祝）
会期中無休

第3・4・6展示室【絵画・彫刻】

新春優品選
会　期：1月4日（金）～2月11日（月・祝）
会期中無休

第
3
、
4
展
示
室
で
は
、
開
催
中
の
企
画
展「
石
川
近
代
美

術
の
一
〇
〇
年
」に
ち
な
み
、
そ
の
後
の
石
川
美
術
を
概
観

し
ま
す
。

日
本
画
で
は
日
展
な
ど
団
体
展
を
舞
台
に
、
現
在
も
活
躍

中
の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
、
西
山
英
雄
が

金
沢
美
術
工
芸
大
学
日
本
画
科
教
授
に
就
任
す
る
と
、
京
都

画
壇
と
の
つ
な
が
り
が
密
接
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
系
譜
で

あ
る
百
々
俊
雅
、
仁
志
出
龍
司
ら
に
は
西
山
の
影
響
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西
山
一
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金

沢
美
大
を
卒
業
し
、
日
展
の
中
心
的
作
家
と
し
て
活
躍
す
る

中
村
徹《
貌
》か
ら
は
岩
絵
具
の
マ
テ
リ
ア
ル
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

洋
画
で
は
団
体
展
を
中
心
に
活
躍
す
る
作
家
も
多
く
、
中

で
も
二
紀
会
で
活
躍
す
る
朝
倉
雅
子
、二
科
会
の
五
味
祥
子
、

一
陽
会
の
沢
オ
イ
等
、女
性
作
家
の
活
躍
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、団
体
展
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
身
を
お
き
、カ
ボ
チ
ャ

と
い
う
ミ
ニ
マ
ム
な
中
に
宇
宙
を
見
い
だ
す
能
島
芳
史
、
他

に
お
も
ね
る
こ
と
を
知
ら
な
い
三
浦
泉
の
リ
ア
リ
ズ
ム
な

ど
、
孤
高
の
制
作
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

彫
刻
分
野
で
は
、
戦
後
石
川
県
の
彫
刻
界
を
牽
引
し
て
き

た
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
教
員
と
そ
の
卒
業
生
の
作
品
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
開
設
当
初
の
教
官
で
あ
る
矩
幸
成

の《
泉
お
汲
む
》、
昭
和
二
十
六
年
に
教
授
に
就
任
し
た
松
田

尚
之
の《
人
魚
》な
ど
の
具
象
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
を
卒
業
し
、
同
大
教
授
に
就
任

し
た
得
能
節
朗
、
清
水
良
治
、
長
谷
川
大
治
郎
、
晝
間
弘
な

ど
の
作
品
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

中村徹《貌》
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当
館
の
近
現
代
書
作
品
に
は
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
に
開

催
さ
れ
た「
現
代
日
本
書
道
の
名
家
」展
を
き
っ
か
け
に
、
当

館
所
蔵
と
な
っ
た
作
品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
、
社
会
状
況
が
劇
的
に
変

貌
し
、
新
し
い
芸
術
思
想
が
書
の
世
界
に
も
流
れ
、
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
ま
し
た
。
机
上
の
実
用
の
も
の
か
ら
、
美
術

作
品
へ
。
作
品
発
表
の
場
で
あ
る
展
覧
会
が
美
術
館
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
の
第
四

回
日
展
に
初
め
て
書
部
門
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
以
来
、
漢
字
、
仮
名
、
篆
刻
な
ど
古
来
の
伝
統
を
踏

ま
え
た
書
に
、
絵
画
、
彫
塑
と
と
も
に
美
術
と
し
て
の
意
識

が
吹
き
込
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
表
現
形
式
も
壁
面

の
高
い
美
術
館
で
鑑
賞
さ
れ
る
作
品
へ
と
発
展
、
額
装
が
主

流
と
な
り
、
作
品
も
次
第
に
大
型
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

長
い
歴
史
を
持
ち
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た「
漢
字

書
」の
歴
史
に
向
き
合
い
、
古
代
文
字
を
素
材
に
表
象
芸
術

と
し
て
挑
む
青
山
杉
雨
ら
は
、
古
代
文
字
に
よ
る
変
化
に
富

む
、
豊
か
な
表
情
の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
手

島
右
卿
ら
は
、
文
字
を
一
か
ら
二
文
字
に
限
定
し
、
時
に
は

淡
墨
を
用
い
て
文
字
の
造
形
性
を
強
調
し
た
少
字
数
の
書

（
大
字
書
）を
誕
生
さ
せ
、
鑑
賞
さ
れ
る
書
を
追
求
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
で
誕
生
し
、
平
安
時
代
に
美
の
頂

点
を
極
め
た
か
な
の
世
界
に
お
い
て
も
、
時
代
の
要
請
に
よ

り
帖
や
巻
子
の
机
上
か
ら
、
迫
力
と
と
も
に
品
格
を
備
え
た

大
字
か
な
の
作
品
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
会
場
芸
術
と
し
て「
書
と
は
な
に
か
」と
い
う

問
い
を
持
ち
な
が
ら
、
幅
広
く
、
豊
か
に
広
が
っ
て
き
た
現

代
書
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
動
き
は
、今
も
続
い
て
い
ま
す
。

第6展示室【近現代書】

現代日本の書家たち
会　期：1月4日（金）～2月11日（月・祝）
会期中無休

青山杉雨《独嘯》

第5展示室【工芸】

新春優品選
会　期：1月4日（金）～2月11日（月・祝）
会期中無休

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
近
現
代
工
芸
の
名
品
の
数
々

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
本
稿
で
は
、
竹
田
有
恒《
萌
黄
釉
裏

金
彩
蔦
文
鉢
》に
み
ら
れ
る
釉
裏
金
彩
技
法
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
竹
田
は
能
美
市（
旧
根
上
町
）に
生
ま
れ
、
京
都

の
川
尻
七
平
窯
で
修
行
後
、金
沢
市
本
多
町
で
開
窯
し
ま
す
。

釉
薬
と
金
彩
に
よ
る
玉
虫
色
の
再
現
に
生
涯
を
捧
げ
、
昭
和

三
十
六
年
に
釉
裏
金
彩
の
技
法
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
竹
田
の

釉
裏
金
彩
の
特
徴
は
、
漆
芸
技
法
で
あ
る
平
文
を
ヒ
ン
ト
に

考
案
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
釉
薬
の
原
料
を
混
ぜ
た
漆
を

磁
器
素
地
面
に
塗
り
、
金
箔
や
金
粉
を
蒔
い
た
後
、
特
殊
な

ヘ
ラ
を
用
い
て
金
を
掻
き
落
と
し
て
大
ま
か
な
絵
柄
を
表
現

し
ま
す
。
掻
き
落
と
し
た
金
を
再
び
素
地
面
に
蒔
き
、
絵
柄

に
ぼ
か
し
を
加
え
て
奥
行
き
を
表
現
し
ま
す
。
素
焼
き
に
よ

り
漆
の
成
分
は
燃
え
尽
き
、
金
だ
け
が
素
地
面
に
融
着
さ
れ

ま
す
。
こ
の
一
連
の
工
程
を
繰
り
返
し
、
最
後
に
透
明
な
釉

薬
を
全
面
に
か
け
て
焼
成
す
る
こ
と
で
深
み
の
あ
る
美
し
い

金
彩
の
表
現
が
生
ま
れ
ま
す
。

竹
田
は
、
正
倉
院
の
宝
物
に
使
わ
れ
て
い
る
平
文
技
法
か

ら
釉
裏
金
彩
技
法
の
着
想
を
得
ま
し
た
。
平
文
に
つ
い
て
理

解
す
る
た
め
、
重
要
無
形
文
化
財「
蒔
絵
」保
持
者
で
あ
る
大

場
松
魚
に
目
前
で
技
法
を
披
露
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
大
場
松
魚《
平
文
千
鳥
盛
器
》も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
下
さ
い
。
こ
の
他
に

も
、
抹
茶
碗
を
中
心
と
す
る
茶
道
具
や
友
禅
、
金
工
、
木
竹

工
の
各
分
野
か
ら
優
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
美

術
館
で
、
新
春
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

竹田有恒《萌黄釉裏金彩蔦文鉢》
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秋
篠
宮
さ
ま
文
化
財
保
存
修
復
工
房
を
視
察

「
美
濃
尽
し
」と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
岐
阜
県
を
訪
れ
ま
し

た
。
今
回
は
野
外
で
の
見
学
も
あ
っ
た
の
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。

洲
原
神
社
で
は
宮
司
さ
ん
か
ら
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
山
信
仰
と
関
連
の
深
い
境
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
の
ち
バ

ス
で
清
泰
寺
へ
移
動
し
、
金
森
宗
和
作
の
庭
園
や
滅
多
に
拝
見
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
寺
院
の
中
を
見
学
し
ま
し
た
。
駐
車
場
か
ら

か
な
り
歩
き
ま
し
た
が
、
貴
重
な
文
化
財
に
癒
や
さ
れ
る
ひ
と
と

き
で
し
た
。次
に
お
昼
を
挟
み
、荒
川
豊
蔵
資
料
館
へ
。企
画
展「
可

児
の
人
間
国
宝
～
志
野
・
瀬
戸
黒
、
昭
和
三
十
年
の
快
挙
～
」と
豊

蔵
の
居
住
空
間
を
拝
見
し
ま
し
た
。
最
後
に
可
児
市
郷
土
歴
史
館

へ
行
き
、
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
美
濃
焼
を
含
め
可
児
市
の
古
窯

や
遺
跡
に
つ
い
て
知
見
を
広
げ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
朝
か
ら
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
へ
向
か
い
ま
す
。
窯
跡
の

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
訪
れ
た
多
治
見
市
美
濃
焼

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
詳
し
い
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
美
濃
焼
の

古
代
か
ら
現
代
ま
で
幅
広
い
作
品
と
陶
片
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
最

後
は
、
お
昼
を
挟
み
、
岐
阜
県
博
物
館
へ
。
こ
ち
ら
で
企
画
展「
信

長
・
秀
吉
・
家
康
と
美
濃
池
田
家
―
大
御
乳
・
池
田
恒
興
・
輝
政
の
戦

い
」な
ど
を
鑑
賞
し
、
戦
国
時
代
の
岐
阜
県
に
つ
い
て
多
く
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、

こ
の
度
も
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
な
い
ま
ま
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
応
募
・
ご
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第49回 文化財現地見学報告

美濃尽し
平成30年10月20日（土）・21日（日）実施

元屋敷陶器窯跡にて

第
六
十
三
回
水
族
館
技
術
者
研
究
会
へ
出
席
の
た
め
来
県
さ
れ
た
秋
篠
宮
さ
ま
は
、
十
一

月
二
十
七
日
に
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
中
越
一
成
石
川
県
文

化
財
保
存
修
復
協
会
代
表
の
案
内
に
よ
り
、
野
々
市
市
・
荒
川
神
社
所
蔵
の
野
々
市
市
指
定

文
化
財「
賤
ヶ
岳
合
戦
図
絵
馬
」や
、
富
山
県
射
水
市
・（
一
財
）高
樹
会
所
蔵
の
重
要
文
化
財

「
石
黒
信
由
関
係
資
料
」、
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
の
墨
蹟
の
修
復
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
絵

馬
で
は
、
実
際
の
修
復
に
入
る
前
の
損
傷
状
況
を
詳
細
に
記
録
す
る
調
書
作
成
作
業
を
、「
石

黒
信
由
関
係
資
料
」で
は
古
文
書
の
虫
食
い
の
繕
い
作
業
を
、
墨
蹟
で
は
剥
落
止
め
作
業
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
篠
宮
さ
ま
は
、
中
越
代
表
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
熱
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を

興
味
深
く
眺
め
て
、「
燻
蒸
は
何
を
使
っ
て
い
ま
す
か
。」、「
こ
の
文
書
一
枚
の
繕
い
に
ど
の
く

ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
。」な
ど
の
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。
中
越
代
表
は
、「
防
虫
処
理

の
方
法
の
お
尋
ね
な
ど
、
修
復
に
関
す
る
高
い
知
識
を
お
持
ち
で
驚
き
ま
し
た
。『
大
変
な
お

仕
事
で
す
ね
。』と
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。」と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
の
絵
馬
は
紙
を
何
枚
継
い
で
あ
り
ま
す
か
。」、「
剥
落
止
め
は
文

字
の
部
分
だ
け
で
す
か
」な
ど
、
修
復
作
業
に
あ
た
っ
た
川
口
法
男
技
術
責
任
者
や
梶
青
華

技
師
に
直
接
お
尋

ね
に
な
る
と
と
も

に
、
ね
ぎ
ら
い
と
励

ま
し
の
お
言
葉
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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１
月
の
行
事
予
定

■「
石
川
近
代
美
術
の
一
〇
〇
年
」記
念
講
演
会

�

午
後
1
時
30
分
〜
　
美
術
館
ホ
ー
ル
、聴
講
無
料

26
日（
土
）

「
明
治
維
新
と
金
沢
の
美
術
工
芸
」

講
師
　
本
康
宏
史�

氏（
金
沢
星
稜
大
学
教
授
）

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

午
後
1
時
30
分
〜
　
美
術
館
ホ
ー
ル
、聴
講
無
料

6
日（
日
）

「
日
本
の
巨
匠
　
松
田
尚
之
」（
15
分
）

「
美
術
の
み
か
た
　
洋
画
と
日
本
画
」（
25
分
）

20
日（
日
）

「
日
本
の
巨
匠
　
西
山
英
雄
」（
15
分
）

「
高
光
一
也
　
自
作
を
語
る
」（
15
分
）

■
土
曜
講
座�

�

午
後
1
時
30
分
〜
　
美
術
館
講
義
室
、聴
講
無
料

12
日（
土
）

「
国
宝
の
話
あ
れ
こ
れ
」　
　
　
学
芸
第
一
課
長
　
谷
口
　
出

19
日（
土
）

「
石
川
の
油
絵
一
〇
〇
年
」　
　
　
普
及
課
長
　
二
木
伸
一
郎

平
成
三
十
年
度
文
化
財
保
存
修
復
工
房
セ
ミ
ナ
ー

「
料
紙
に
学
ぶ
」

十
一
月
十
一
日（
日
）、九
谷
で
絵
付
け
を
学
ん
だ
洋
画
家
、中
村

研
一
は
じ
め
硲
伊
之
助
や
吉
田
冨
士
夫
、そ
し
て
、中
川
一
政
ら

の
手
が
け
た
陶
芸
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く「
画
家
と
や
き
も
の
」展

で
、九
谷
焼
の
絵
付
け
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
は
、中
学
生
以
上
の
一
般
の
方
の
部
、午
後
は
小
学
生
親

子
の
部
で
す
。ど
ち
ら
の
部
で
も
展
示
室
を
会
場
に
し
た
作
品
鑑

賞
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、担
当
学
芸
員
か
ら
の
作
品
解
説
や
、焼
き

物
の
作
品
か
ら
そ
の
作
家
の
絵
画
の
作
品
を
当
て
る
ク
イ
ズ
形
式

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
作
品
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
は
、能
美
市
の
九
谷
焼
陶
芸
館
の
ご
協
力
の
も
と
、い
よ

い
よ
皿
へ
の
絵
付
け
作
業
で
す
。一
般
の
部
で
は
九
谷
五
彩
の
和

絵
の
具
、午
後
の
小
学
生
親
子
の
部
は
、七
色
の
洋
絵
の
具
を
使

用
し
ま
し
た
。洋
絵
の
具
は
、絵
付
け
を
し
た
時
の
絵
の
具
の
色

が
そ
の
ま
ま
焼
き
上
が
り
、完
成
作
品
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
作

業
で
す
。し
か
し
、和
絵
の
具
の
作
業
は
、絵
付
け
時
の
絵
の
具
の

色
が
、焼
き
上
が
り
と
か
な
り
異
な
り
ま
す
の
で
、完
成
の
色
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
絵
付
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、呉
須

で
輪
郭
を
描
い
た
線
の
上
に
は
、必
ず
絵
の
具
を
つ
け
て
い
く
こ

と
、ま
た
、そ
の
作
業
で
は
絵
の
具
は“
塗
る
”と
い
う
よ
り“
の
せ

る
”と
い
う
作
業
を
進
め
ま
す
。

慣
れ
な
い
作
業
も
含
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
の
分
、自
分
の
作
品

が
ど
の
よ
う
に
仕
上
が
っ
て
く
る
か
も
、お
楽
し
み
！
の
活
動
で

し
た
。

ミュージアムレポート　鑑賞＆体験講座

展示室での解説

絵付け体験

やきものの絵付けに挑戦！
平成30年11月11日（日）実施

◆
第
三
回
文
化
財
保
存
修
復
工
房
セ
ミ
ナ
ー（
聴
講
無
料
）

講
師　

本
多
俊
彦
氏（
金
沢
学
院
大
学
准
教
授
）

演
題　

文
書
料
紙
入
門
：
紙
か
ら
歴
史
を
読
み
解
く

日
時　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
一
日（
月
・
祝
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

会
場　

石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

◆
第
四
回
文
化
財
保
存
修
復
工
房
セ
ミ
ナ
ー（
聴
講
無
料
）

講
師　

湯
山
賢
一
氏（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
長
）

演
題　

我
が
国
に
お
け
る
料
紙
の
歴
史
に
つ
い
て（
仮
題
）

日
時　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

会
場　

石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
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1月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00

1月の休館日は
1日（火）～3日（木）

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第２展示室

平成31年2月15日（金）
  ～3月20日（水） 天神画像と文房具 古九谷・再興九谷名品選

次回の展覧会

第4展示室 第3・６展示室 第5展示室

彫刻と人 優品選
【絵画】 美術館でお花見

《八百屋之図》 やおやのず　縦173.0cm×横85.5cm　大正3年（1914）
紺谷光俊　こんたに・こうしゅん　明治23年～昭和20年（1890～1945）

アラカルト ただいま展示中 à	la	carte　No.34

襷
に
前
掛
け
の
女
性
と
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
の
少

女
が
品
物
の
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
。
女
性
の

指
に
か
け
ら
れ
た
帳
簿
に「
大
正
三
」と
の
文
字
が

認
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
時
代
背
景
を
辿
っ

て
み
ま
す
。

大
正
三
年
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た

年
で
す
。
日
本
は
参
戦
国
な
が
ら
、
国
土
が
戦
場

と
な
ら
ず
に
済
み
、
空
前
の
大
戦
景
気
を
迎
え
ま

し
た
。
本
作
に
も
豊
富
な
品
物
が
陳
列
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
当
時
の
占
領
地
台
湾
か
ら
移
入
さ
れ

た
貴
重
品
の
バ
ナ
ナ
や
、
贅
沢
に
も
小
豆
を
緩
衝

材
に
し
た
卵
の
陳
列
が
目
を
引
き
ま
す
。

二
人
の
身
な
り
に
目
を
向
け
る
と
、
少
女
が
エ

プ
ロ
ン
の
下
に
着
込
ん
だ
華
や
か
な
羽
織
は
、
裕

福
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
暗
示
。
八
百
屋
の
女
性
は
、

絣
の
羽
織
に
草
履
で
す
が
質
素
な
感
じ
は
受
け
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
当
時
流
行
の
束
髪
で
は
な
い
日
本

髪
に
、
清
楚
な
印
象
さ
え
受
け
ま
す
。

少
女
が
履
く
爪
皮
つ
き
の
高
下
駄
が
雪
模
様

を
、
お
せ
ち
料
理
に
使
う
ク
ワ
イ
や
吊
さ
れ
た
羽

根
突
き
の
羽
子
が
年
の
瀬
を
伝
え
、
正
月
を
迎
え

る
喜
び
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。
本
作
は
、
後
に
美

人
画
家
と
し
て
郷
土
で
知
ら
れ
た
紺
谷
光
俊
の
、

若
き
日
の
佳
作
で
す
。

余
談
で
す
が
、小
学
生
に
こ
の
絵
を
見
せ
る
と
、

少
女
が
八
百
屋
の
店
番
を
し
て
い
る
と
い
う
答
が

多
く
、「
蟹
は
甲
羅
に
似
せ
て
穴
を
掘
る
」の
証
左

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※ 

企
画
展「
石
川
近
代
美
術
の
一
〇
〇
年
」に
て
展

示
中
。


